
文献レビューにおける構造トピックモデルの活用 

―心理学概念セルフ・コンパッションを題材として― 
 

岡野裕仁 村上遥 有海春輝 野村理朗 

京都大学  

{okano.hirohito.38m, murakami.haruka.32m}@st.kyoto-u.ac.jp, aharuki0408@gmail.com,  

nomura.michio.8u@kyoto-u.ac.jp 

 

概要 

数千件を超えるような、大規模な先行文献すべて

を対象にレビューすることは困難を伴う。このよう

なとき、タイトルや抄録に対するトピックモデルの

適用が有効である。今日では、従来の古典的なトピ

ックモデルである潜在ディリクレ配分法 (LDA) 等

ではなく、論文情報に紐づいたメタ情報をモデリン

グ過程で有効活用できる構造トピックモデル (STM) 

の有用性が示唆されつつあるが、心理学を含む人文

学における文献レビューでは STMはほとんど用いら

れていない。こうした研究動向を踏まえ、本研究で

は、「自分への思いやり」をさすセルフ・コンパッ

ションという心理学的概念を題材とし、STM を用い

たレビューを行った。結果、解釈可能な 38のトピッ

クが、トピック割合の時間的推移と共に抽出され、

先行研究における主要なテーマを得ることができた。 

1 はじめに 

「困難な状況で自分に向けられる思いやり」をさ

すセルフ・コンパッション (self-compassion) は、

2003 年に初めて定義されて以来、心理学をはじめと

した様々な分野で研究が進められ、特に近年では研

究の増加が顕著である [1], [2], [3]。これまで、特性

的なセルフ・コンパッションの高さや、セルフ・コ

ンパッションを向上させる介入は、精神的健康 [4] 

や 身体的健康 [5]、人生満足度 [6] など、様々なポ

ジティブな結果をもたらすことが示されてきた。今

日ではセルフ・コンパッションは人々の well-being

を高める重要な変数や介入ターゲットとしてみなさ

れ、多様なサンプル、分野、手法で研究されており 

[2], [7]、現在では論文数は 4,000 件を超える。 

研究の劇的な増加に伴い、特定のテーマや問題に

焦点を当てたセルフ・コンパッションに関する系統

的レビュー [8], [9], [10] やメタ分析 [4], [6], [7] も

徐々に増えてきている。しかし、これらのレビュー

は特定のトピックや問いに焦点を絞っており、先行

研究を全体的に俯瞰するものはほとんどない。先行

研究における主要な研究テーマやトピックを把握す

るためには、より大規模な文献サンプルに基づくス

コーピングレビュー (ある研究領域の基盤となって

いる主要な概念、利用可能な文献やエビデンスを素

早くまとめるレビュー[11]) が必要である [12], [13]。 

しかし、従来の方法でセルフ・コンパッション研

究のスコーピングレビューを行うためには、現在ま

での 4,000 件を超えるすべての文献を読んだうえで

レビューする必要があり、大きな困難を伴う。本研

究は、大規模な文献レビューにおけるこうした課題

点を解決する手段として近年有用性が注目されてい

る構造トピックモデル (structural topic model； STM 

[14]) を用いたスコーピングレビューを試みた。 

2 関連研究 

セルフ・コンパッション研究の文脈で自然言語処

理を活用したレビューは我々の知る限り Swami ら 

[13] によるものだけである。彼らは、2020 年までに

出版されたセルフ・コンパッションに関する論文の

タイトル・抄録・キーワード中に出現する単語に対

して共起ネットワーク分析を適用し、文献における

主要なキーワードと関連性を可視化した。また、そ

れらのキーワードが 4 つのクラスターに分類される

ことを示した。Swami らによる研究はセルフ・コン

パッションの文献レビューにおける自然言語処理活

用の有望性を示した一方で、2 つの限界点が存在す

る。第一に、特定されたクラスター数が少なく、こ

れまでの研究文献にいかなる具体的トピックが存在

しているのか、詳細を把握することが困難である。

第二に、各単語の共起やトピックは時間経過と共に

変遷していくにもかかわらず、共起ネットワークの

導出過程で時間情報 (すなわち、論文の出版年) を

考慮していない。このような問題点を解決するため

に、STM [14] の適用が有効であると考えられる。 
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トピックモデルとは、文書中に潜在するトピック

を抽出する手法の総称であり、 (a) 多数の文書の背

景にあるトピックの抽出、 (b) 各トピックで出現す

る確率の高い単語の特定、 (c) 各文書において優勢

なトピックの特定、 (d) トピック同士の相関を可視

化が可能となる。トピックモデルの強みは、単語ど

うしの共起の可視化に留まらず、人間が解釈可能な

個々の具体的トピックを発見・記述できる点にある 

[15]。トピックモデリングによるスコーピングレビ

ューは、心理学内外の学術分野で行われてきた (例: 

[12], [15], [16], [17], [18], [19])。例として、Kee ら [12] 

は、心理学的構成概念の 1 つマインドフルネスに関

連する文献を対象に、トピックモデルを活用したス

コーピングレビューを行っている。 

従来最も広く使われてきたトピックモデルは、古

典的な潜在ディリクレ配分法  (latent Dirichlet 

allocation; LDA [20]) であるが、LDA ではトピック

間の相関を考慮できず、トピックの推定プロセスに

おいて各文書に紐づいたメタ情報 (文献レビューで

は、論文の出版年や掲載誌の学術情報等が考えられ

る) を有効に活用することもできない。一方、LDA

の拡張である STM は、トピック間の相関を表現で

きる点、また文書のメタ情報を使用してトピック-メ

タ情報間の潜在的な関連を直接モデル化しつつ、よ

り質の高いトピックを抽出できる点 LDA より優れ

ている [21]。それゆえ近年では、トピックモデルに

よる文献レビュー手法は、自然科学を中心とした

様々な分野において、LDA から STM に移行しつつ

ある (例: [16], [21], [22], [23], [24], [25], [26]) が、人

文学分野における活用は非常に限られているi。 

以上の研究動向を背景として、本研究は、心理学

的構成概念の 1 つセルフ・コンパッションに関して、

これまでに出版されてきた文献のタイトルと抄録に

STM を適用することにより、文献に存在するトピッ

クを抽出し、現存する文献における主要なトピック

とその間の関連を明らかにすることを目的とし、同

時に心理学・人文学における文献レビューにおける

STM の有用性を検討した。また、モデリングの際に、

2 つの変数 (論文の出版年と論文の掲載誌の学術分

野) をメタデータとして投入することで、トピック

とこれら 2 つの変数の関連を可視化した。 

 
i LDA や STM 以外に利用可能な最新のトピックモデル手法として、深層学習に基づく BERTopic[35]や大規模言語モデ

ルがある。しかし、前者は STM のようにメタ情報をトピック推定過程で適切に活用するための確立された方法論が存

在せず、後者はハルシネーションが生じるリスクのコントロールが困難である。 

3 データ収集とモデル構築 

文献情報の収集 先行研究 [12]の手続きに従っ

て行われた。2024 年 7 月 1 日に、Web of Science Core 

Collection を 用 い て 、 検 索 文 字 列 (TS = (self-

compassion)) AND LANGUAGE: (English) AND 

DOCUMENT TYPES: (Article)) で検索を行った。す

なわち、英語の原著論文であり、文献のタイトル・

抄録・キーワードのいずれかに self-compassion の語

を含む論文が検索された。その後、抄録が空である

論文を削除し、最終的な論文数は4,395件となった。 

テキストの前処理 各論文について、先行研究

[12]と同様、論文のタイトルと抄録テキストを結合

した。このとき、トピックモデリングにおいてノイ

ズとなりうる語はストップワードとして削除した。 

トピックモデリング R のパッケージ stm [14]を

使用した。トピック普及率共変量として、Web of 

Science 上で入手可能なメタ情報である論文出版年 

(4 次スプライン) と論文の掲載誌の学術分野を投入

した。掲載誌の学術分野として、研究が特に多く発

表されている分野を選び  (psychology, education, 

nursing, psychiatry, public health, health care, social 

work, family studies)、各論文が各学術分野に分類され

ているかどうかを示すダミー変数として投入した。

トピック総数 K は、ガイドライン [27] に従い、5 以

上 150 以下のすべての整数を検討し、トピックの質

を評価するための 4 つの指標 (意味的一貫性、排他

性、変分下限、残差) をプロットした。それらの指

標に基づいて最適な K は 41 であると結論づけた。 

トピックの命名 トピックの命名手続きも、ガイ

ドライン [27] に従った。本研究では、各トピックに

ついて出現確率が高い 20 語を出力し、トピック割

合が高い論文のタイトルと抄録を 50 件出力した。

これらの単語と論文を確認し、トピックを命名した。

明確なテーマを見出すことが難しく命名が困難であ

るトピックは分析対象から除外した [27], [28]。 

可視化 トピック間の関連を可視化するために、

各トピックの相関をネットワークグラフとして表示

した。グラフを見やすくするために、ネットワーク

グラフにおけるコミュニティ検出手法 infomap [29] 

を用いてトピックをクラスタリングした。 
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5 結果 

抽出された 41 のトピックのうち、38 個を命名す

ることができた。命名されたトピックのうち、研究

手法と統計に関するトピックを除いたネットワーク

グラフを図 1 に示す。このグラフから 7 つのクラス

ターが検出 (図 1 の凡例を参照)、命名された。 

トピック割合と論文メタ情報 (出版年、掲載誌の

学術分野) の関連に関しては、結果をすべて示すこ

とは紙面の都合上できないため、トピックの推移が

減少、増加している代表的なトピックとしてトピッ

ク#5 (瞑想とヨガ) 、#24 (COVID-19) を図2に示す。 

6 考察 

本研究は、セルフ・コンパッションに関する

4,000 超の先行研究のスコーピングレビューを目的

とし、全論文のタイトルと抄録に対して STM を適

用した。38 の命名可能なトピックが抽出され、そ

れらは 7 つのクラスターに分類された。 

各クラスターは、互いに正に相関するトピックか

ら構成されている。クラスタ 1 (様々な介入) は、

多様なサンプル (トピック#1) 、精神疾患を持つ

人々 (#3) 、医療関連職 (#4) 等のセルフ・コンパ

ッションを高めることをめざす様々な介入に関する

ものであった。興味深いのは、東洋における伝統的

図 1 トピック間の相関を表すネットワークグラフ (ノードの色はクラスタに対応) 
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実践である瞑想・ヨガに関連するトピック#5 が減

少傾向にある点で (図 2)、セルフ・コンパッション

を向上させる実践についての研究関心が瞑想やヨガ

等の伝統的なものから、Mindful Self-Compassion 

Program[30]に代表されるようなパッケージ化され

た介入へと移行しつつあることを示唆している。 

クラスタ 2 (苦痛と認知プロセス) 、クラスタ 3 

(食行動と身体イメージ) 、クラスタ 5 (精神的健康

と well-being) は、介入によるセルフ・コンパッシ

ョンの涵養を通じて向上が目指される精神的/身体

的健康、well-being と関連している。クラスタ 1 と

同様、研究の対象は、一般サンプルのみならず、

PTSD 患者 (#10)、身体疾患患者 (#11-12) 、マイノ

リティ学生 (#25) など多岐にわたっていた。ま

た、トピック#24  (COVID-19) は、2020 年に急激

にトピック割合が上昇し、2023 年ごろ低下を始め

ている (図 2)。これらの時期は、それぞれ WHO に

よる国際的パンデミックの発生宣言 (2020 年 1 月) 

と国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態の収束

宣言 (2023 年 5 月) の時期と符合し、人々が社会的

に孤立し不安が高まったパンデミック期において、

心理学的な保護因子としてセルフ・コンパッション

への研究関心が向けられたことを示唆する。 

クラスタ 4 (生育環境と子育て) は、ヒトの発達

過程におけるセルフ・コンパッションの役割に焦点

を当てている。幼少期に虐待等の不適切な養育を受

けたり愛着が不安定だった個人ほどその後のセル

フ・コンパッションが低く、様々な精神病理のリス

クが高まることが示されている[31], [32]。 

クラスタ 6 (ケアギビング) は、看護師 (#27) や

教師、その他の医療関連職 (#28) などの他者への

ケアを行う職業者に関するトピックを中心に構成さ

れている。これらの職業者は、しばしば共感疲労や

燃え尽き症候群 (#31) といった問題を抱えやす

い。先行研究は、セルフ・コンパッションがこのよ

うな問題に対する保護因子となることを示している

[33], [34]。最後に、クラスター7  (スポーツ) は、

単一のトピック (#35) で構成されているクラスタ

ーであり、スポーツに関する研究は他のテーマとは

比較的独立に研究されていることを示唆する。 

おわりに 

セルフ・コンパッションに関する大規模な先行研

究文献を対象に STM を適用することで、これまで

のセルフ・コンパッション研究に潜在している具体

的なトピックを抽出することができた。STM によ

る文献レビューは、自然科学分野では比較的多いも

のの、人文学分野においては非常に限られている。

今後の研究では、心理学を含めた人文学の文献レビ

ューにおける STM の使用が期待される。 

  

図 2 トピック#5 と #24 のワードクラウド (a)、トピック推移 (b)、掲載誌の学術分野 (c) との関連 
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